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①
町
内
・
町
外
の
中
学

校
に
入
学
さ
れ
た
人
数

は
何
人
か
。

②
素
晴
ら
し
い
環
境
で
の
教
育
、

部
活
動
が
で
き
る
学
校
を
建
設
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

③
設
計
業
務
の
現
在
の
進
捗
状
況

は
。

④
教
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
職
員
室
、
生
徒
が
明
る
く
学

習
し
た
く
な
る
教
室
を
求
め
る
。

⑤
毎
日
学
習
し
、
生
活
す
る
場
所

の
学
校
に
思
い
切
っ
た
投
資
を
。

平
成
39
年
度
の
稼
働
を
目

指
す
彦
愛
犬
地
域
の
ご
み

処
理
施
設
に
つ
い
て
問
う
。

①
ご
み
処
理
施
設
の
候
補
地
と
し

て
、
竹
原
に
決
定
し
た
の
か
。

②
周
辺
自
治
会
と
町
民
へ
の
説
明

を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

①
現
在
の
有
害
鳥
獣
駆
除

事
業
で
、
効
果
あ
る
駆
除

対
策
が
で
き
て
い
る
の
か
。

②
有
害
鳥
獣
の
被
害
の
現
状
は
ど

う
か
。

③
数
年
前
に
出
来
た
電
柵
は
限
界

に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
更

な
る
補
助
は
考
え
て
い
な
い
か
。

①
平
成
29
年
４
月
に
入
学
し
た

生
徒
数
は
、
愛
知
中
1
2
7
人
、

秦
荘
中
91
人
で
、
町
外
の
中
学
校

に
入
学
し
た
人
数
は
14
人
で
あ

る
。

②
施
設
・
設
備
の
環
境
、
教
育
に

携
わ
る
人
的
環
境
、
部
活
動
を
含

め
た
内
容
環
境
を
整
え
る
努
力
を

し
て
い
く
。

③
校
舎
整
備
の
基
本
的
な
考
え
の

も
と
、
現
在
町
長
部
局
と
調
整
中

で
あ
る
。

④
設
計
段
階
に
お
い
て
、
生
徒
・

保
護
者
・
教
員
の
意
見
を
可
能
な

①
６
月
26
日
開
催
の
彦
愛
犬
広
域

行
政
組
合
臨
時
議
会
で
、
新
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
が
竹
原

地
区
に
決
定
さ
れ
、
６
月
27
日
付

け
で「
彦
愛
犬
地
域
ご
み
処
理
施

設
建
設
候
補
地
の
決
定
」
の
通
知

文
書
が
出
さ
れ
た
。

②
７
月
17
日
に
は
竹
原
地
区
々
民

説
明
会
、
８
月
27
日
に
は
常
安
寺

地
区
の
区
民
説
明
会
を
開
催
し
、

彦
根
市
長
と
と
も
に
出
席
し
た
。

　

説
明
会
で
伺
っ
た
、「
通
学
路

の
安
全
問
題
、
パ
ッ
カ
ー
車
の
搬

①
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
経

済
的
被
害
の
み
な
ら
ず
、
農
林
業

の
経
営
意
欲
の
減
退
や
耕
作
放
棄

地
の
増
加
等
の
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
カ

ラ
ス
の
駆
除
を
愛
荘
猟
友
会
に
委

託
し
て
い
る
。
猟
友
会
の
管
理
の

も
と
、「
箱
わ
な
」「
く
く
り
わ
な
」

を
設
置
し
、
農
作
物
の
被
害
防
止

に
努
め
て
い
る
。

②
斧
磨
・
上
蚊
野
・
岩
倉
の
３
集

落
の
稲
・
野
菜
の
被
害
総
額
は
、

農
業
共
済
組
合
の
報
告
で
は
合
計

約
280
万
円
で
あ
る
。

　

滋
賀
県
全
体
で
は
、被
害
面
積
、

（
教
育
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
産
業
建
設
部
長
）

問

問

問

答答

答

答

ご
み
処
理
施
設

愛
知
中
建
替
え
工
事

獣
害
対
策

河村　善一 議員河村　善一 議員

建替えには思い切った投資をQ

愛知中の建替え工事

優位な人材育成のため、必要な投資は行うA

小
学
１
年
生
入
学
児
へ
の

入
学
祝
金
支
給

竹中　秀夫 議員竹中　秀夫 議員

全児童に小学校入学祝金を
　　　　　　　支給する意向を問う

Q

入学祝金の支給

限られた財源の中ではあるが、検討していきたいA

町
政
運
営
の
柱
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
町
長
は
「
福

祉
と
教
育
に
力
を
注
ぐ
」、
教
育

長
も
「
福
祉
を
語
ら
ず
し
て
教
育

な
し
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
昨

年
よ
り
、
町
内
小
・
中
学
校
の
増

改
築
に
も
取
り
組
み
、
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
教

育
・
子
育
て
環
境
の
充
実
の
流
れ

を
磐
石
に
す
る
た
め
に
も
、
他
の

市
町
に
先
駆
け
て
愛
荘
町
独
自
の

施
策
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

①
１
歳
～
小
学
６
年
生
ま
で
の
生

活
保
護
家
庭
の
対
象
児
、
小
学
１

年
生
～
６
年
生
ま
で
の
就
学
援
助

費
対
象
児
は
、そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

②
生
活
保
護
家
庭
の
児
童
の
学
費

に
関
係
す
る
も
の
で
、
１
人
に
対

し
ど
れ
く
ら
い
の
金
額
を
支
給
し

て
い
る
の
か
。

③
就
学
援
助
費
の
１
人
に
対
す
る

支
給
額
は
い
く
ら
か
。

④
小
学
校
入
学
児
童
へ
の
各
々
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

子
育
て
環
境
の
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
家
庭

が
多
く
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
の
小
学
校
入
学
は
保
護
者

は
も
と
よ
り
町
全
体
の
喜
び
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
家
庭
・
全
児
童

に
対
し
て
入
学
祝
金
を
支
給
す
る

こ
と
が
こ
の
町
の
活
気
に
つ
な
が

り
、
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
、
教
育
長
、

町
長
の
意
向
を
尋
ね
る
。

①
４
月
１
日
現
在
、
１
歳
～
小
学

６
年
生
ま
で
の
生
活
保
護
家
庭
の

対
象
児
は
18
人（
0.6
％
）
で
あ
る
。

①
小
１
～
小
６
ま
で
の
、要
保
護
・

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
者
数

は
、1
4
8
名（
10
・
05
％
）と
な
っ

て
い
る
。

②
小
学
生
の
児
童
１
人
あ
た
り
に

対
し
、
基
準
額
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・

学
習
支
援
費
・
給
食
費
な
ど
年
額

で
約
11
万
円
支
給
さ
れ
る
。

④
生
活
保
護
制
度
で
は
、
入
学
準

備
金
と
し
て
小
学
生
児
童
１
人
あ

た
り
４
０
，６
０
０
円
が
支
給
さ

れ
る
。

④
全
入
学
児
に
対
し
て
は
、
学
習

に
必
要
な
ノ
ー
ト
の
セ
ッ
ト
を
入

学
祝
と
し
て
渡
し
て
い
る
。

③
小
学
生
へ
の
就
学
援
助
に
つ
い

て
は
年
間
で
、

・
小
１　
　
　
　

７
６
，５
１
０
円

・
小
２
～
小
５　

５
８
，７
８
０
円

・
小
６　
　
　
　

７
９
，３
８
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
の
小
学

校
入
学
を
一
律
に
祝
う
こ
と
は
大

変
重
要
で
あ
る
。
本
町
は
他
市
町

に
先
駆
け
て
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
を
無
料
化
し
た
町
で
あ
り
、
本

町
が
先
駆
け
て
実
施
す
る
こ
と

は
、「
人
に
や
さ
し
い
町
、
子
育

て
し
や
す
い
町
」
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
町
の

繁
栄
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
町
長

部
局
と
協
議
し
、検
討
し
て
い
く
。

　

義
務
教
育
入
学
時
の
入
学
祝
金

に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
や
地

方
公
共
団
体
で
は
、
社
員
・
職
員

の
福
利
厚
生
事
業
の
一
環
と
し
て

入
学
祝
金
制
度
を
創
設
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
も
の
と
思
っ

て
い
る
。
小
学
校
入
学
祝
金
に
つ

（
地
域
福
祉
課
長
）
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育
管
理
部
長
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域
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域
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課
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教
育
管
理
部
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）
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教
育
管
理
部
長
）

（
教
育
長
）

（
町
長
）

問

問

答

答答答答 答

答答

小学校入学式の様子

限
り
反
映
し
、
整
備
を
進
め
る
。

⑤
愛
荘
町
教
育
大
綱
や
愛
荘
町
教

育
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
と
併
せ

て
、
愛
荘
町
の
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
優
位
な
人
材
を
育
成
で

き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
必
要

な
投
資
は
行
う
。

入
経
路
、
環
境
問
題
へ
の
懸
念
」

等
の
意
見
を
、
今
年
度
策
定
さ
れ

る
施
設
整
備
基
本
計
画
に
盛
り
込

ん
で
い
く
よ
う
に
し
て
い
く
。

被
害
金
額
と
も
に
過
去
５
年
間
で

は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

③
今
後
も
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業
を
中
心
に
各
集
落
で
獣
害

対
策
に
取
り
組
み
、
要
望
が
あ

れ
ば
県
の
補
助
事
業
の
里
山
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
も
活
用
し
て
い

き
た
い
。

い
て
は
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来

と
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
今

後
、
減
少
し
て
い
く
中
で
、
人
口

を
維
持
す
る
方
策
と
し
て
は
良
い

施
策
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
県

下
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
民
間
企
業
と
の
均
衡
も
考
慮

し
、
他
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
は
あ
る
が
検
討
し
て
い
き
た

い
。

獣害防止の電柵


